
1978年出上の木簡

奈
良
・平
城
官
跡

１

所
在
地
　
　
　
奈
良
市
佐
紀
町

・
法
率
寺
町

・
北
新
町

２

調
査
期
間
　
　
東
院
地
区
　
一
九
七
八
年

（昭
和
５３
）
六
月
を
十

一
月

第

一
次
朝
堂
院
地
区
　
同
年
四
月
ぞ
七
月

３

発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

４

調
査
担
当
者
　
狩
野
　
久

５

遺
跡
の
種
類
　
宮
殿

・
宮
衛
跡

６

遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代

７

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

平
城
宮
跡
内
で
は

一
九
七
八
年
度
に
お
い
て
二
調
査
地
区
か
ら
木
簡
が
出
土

し
て
い
る
。

一　
推
定
第

一
次
朝
堂
院
地
区
（第
一
一
一
次
調
査
）

宮
中
央
部
の
い
わ
ゆ
る
第

一
次
朝
堂
院
と
称
し
て
い
る
地
区
の
調
査
を
北
か

ら
順
に
九
七
次
、　
一
〇
二
次
と
行
っ
て
き
て
お
り
、
東
第

一
堂
の
規
模
や
朝
堂

院
の
東
限
の
塀

・
築
地
の
構
造
、
朝
堂
院
東
部
の
状
況
箸
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
。
本
年
度
も

一
〇
二
次
の
さ
ら
に
南
に
続
く
個
所
で
、
東
第
二
堂
の
規
模

確
認
を
中
心
と
し
た
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
第
二
堂
は
梁
間
四
間
、
桁
行

十
二
間
以
上
の
規
模
を
持
つ
建
物
で
、
さ
ら
に
南
へ
の
び
る
こ
と
が
判
明
し
、

第

一
次
朝
堂
院
地
区
は
第
二
次
地
区
と
は
異
な
り
、
東
西
に
各
二
棟
の
南
北
棟

が
配
置
さ
れ
る
可
能
性
が
強
く
な
っ
た
。
ま
た
朝
堂
院
の
東
面
の
区
画
は
、
塀

↓
塀
↓
築
地
と
三
度
の
造
替
が
あ
る
。
こ
の
朝
堂
院
東
限
か
ら
約

一
七
ｍ
束
の

第

一
次
朝
堂
院
と
第
二
次
朝
堂
院
の
間
に
平
城
宮
中
央
部
の
基
幹
排
水
路
で
あ

る
南
北
溝
が
あ
る
。
こ
の
溝
か
ら
木
簡
が
出
土
し
た
。
九
七
次
、

一
〇
二
次
調

査
に
お
い
て
も
同
溝
の
上
流
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

一
六
三
点
、
二
八
点
の
木
簡
が
出

上
し
て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
構
に
は
両
朝
堂
院
地
区
か
ら
の
東
西
濤
が
流
入
し

て
い
る
の
で
、
ど
ち
ら
の
地
区
の
木
簡
か
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
薄
は

素
掘
り
で
、
幅
は
二
ｔ
三

ｍ
、
深
さ

一
ｍ
あ
り
、
三
八
ｍ
分
を
検
出
し
た
。
二

回
の
改
修
が
認
め
ら
れ
、
上

・
中

・
下
の
三
層
に
分
か
れ
る
。
中

・
下
層
に
つ

い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
さ
ら
に
二
層
の
堆
積
が
あ
る
。
過
去
三
回
の
調
査
の
木
簡
の

出
土
状
況
か
ら
、
最
初
の
改
修
は
天
平
初
年
頃
、
二
回
目
は
平
安
時
代
に
入
っ

て
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
木
簡
は
溝
北
部
に
集
中
し
て
二
四
点
出
上
し
た
。
内

訳
は
上
層
溝
下
層
八
点
、
下
層
溝
上
層

一
四
点
、
下
層
溝
下
層
二
点
で
あ
る
。

削
暦
は
七
点
あ
る
。
こ
の
溝
以
外
で
は
発
掘
区
東
北
隅
の
上
娯
か
ら

一
点
出
土

し
て
い
る
が
、
わ
ず
か
に
墨
痕
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

一一　
東
院
園
池
北
方
地
区
（第
一
一
〇
次
調
査
）

平
城
宮
東
張
出
部
の
東
院
地
区
東
南
隅
に
新
旧
二
時
期
の
認
め
ら
れ
る
園
池

遺
構
の
あ
る
こ
と
が
既
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
が

（四
四
次
。
九
九
次
調
査
）
、

本
調
査
区
は
そ
の
池
の
北
側
に
接
す
る
場
所
で
あ
る
。
今
回
調
査
の
結
果
、
三

回
の
整
地
と
、
Ａ
期
以
前
お
よ
び
Ａ
？
Ｇ
期
の
八
期
に
区
分
で
き
る
重
複
の
著

し
い
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
各
期
の
絶
対
年
代
は
決
め
に
く
い
が
、
今
の
と
こ

ろ
、
Ａ
期
以
前
と
は
こ
の
地
区
の
本
格
的
造
営
開
始
以
前
の
和
銅
年
間
頃
、
Ａ

期
は
東
院
東
面
大
垣
造
営
時
、
Ｂ
期
は
旧
池
が
作
ら
れ
る
養
老
年
間
以
前
、
Ｅ
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期
は
新
池
が
造
成
さ
れ
る
天
平
勝
宝
年
間
以
降
と
考
え
て
い
る
。
主
な
遺
構
は

掘
立
柱
建
物

一
二
棟
、
礎
石
建
物
四
棟
、
据
立
柱
塀
五
条
、
溝

一
九
条
、
石
敷

道
路
三
条
、
土
壊
な
ど
で
あ
る
。
性
格
的
に
は
発
掘
区
南
半
は
園
池
と
の
関
連

地
域
と
み
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
が
、
北
半
は
園
池
と
別
個
の
地
域
と
な
る
時
期

も
あ
る
。
木
簡
は
総
点
数
六
六
点
、
う
ち
削
暦
は
三
八
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

木
簡
の
う
ち
二
八
点
は
Ａ
期
以
前
の
上
竣

・
溝
か
ら
、

一
九
点
は
Ｄ
期
の
鷺
か

ら
、
他
は
整
地
上
、
柱
穴
据
形
等
か
ら
散
在
的
に
出
土
し
た
。

３

木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
推
定
第

一
次
朝
堂
院
地
区

下
層
溝
下
層

０
　

大
伴

国
□
□
日
下
部
□
□
×

下
層
溝
上
層

②
　
名
□
進
上
女
瓦
三
百
日
□
丁
器
五
人

¬

（
尽

じ

ｘ

∞
×

∞
　

ｏ
Ｐ
ｏ

第 1図 平嫉宮木簡出土地点図 (1979年 3月現在)(▼ 今年の木簡出土地)

神
亀
五
年
十
月
日
□
□
秦
小
酒
□
麻
呂
」

０
　
名
遠
江
国
敷
智
郡
□
呼
嶋

。「＋町肌耐端
鵜翻
司牌
弊翻剛
×

止
層
溝
下
層

④

　

普
田
　
□
匠
丁
十

二
×

①

　

籠
作
鵜
甘
第
□
□
□
□
□

×

ａ

３

＋

８

∪

×

ｓ
９

×
的
　

ｏ
留

（表
裏
異
筆
）

（
μ
∞
ω
）
×

∞
Φ
×

い
　

ｏ
∞
Ｐ

ａ

⇔
ｄ

×

］
］
×

卜
　

ｏ
∞
μ

（裏
に
墨
痕
あ
り
）
　

（】
゛
×
６
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×
∞
　
ｏ
‘



1978年出上の木簡

⑪
　

名
嶋
　
文
倭
□
回
□
□

安
宗

寒
川

都
賀

阿
田
」

名
□
□
　
　
　
　
　
　
　
」
　

　

　

　

　

　

　

Ｆ∞ωｘ
卜ヽ

自
μ

九
七
次

。
一
〇
二
次
調
査
に
お
い
て
は
、
神
亀
三
年
？
天
平
三
年
頃
の
宮
肉

で
の
造
営
事
業
に
関
す
る
木
簡
が
多
数
含
ま
れ
て
い
た
が
、
今
回
出
土
木
簡
中

の
②
と
い
も
そ
れ
ら
と
関
連
す
る
と
み
ら
れ
る
。
と
く
に
②
は
、
九
七
次
出
土

の
神
亀
六
年
の
瓦
進
上
木
簡
と
同
類
で
あ
り
、
三
調
査
区
出
土
木
簡
は

一
括
し

て
取
扱
う
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
０
の
安
宗

。
寒
川

・
都
賀
は
下

野
国
内
の
郡
名
で
あ
る
。

一一　
東
院
園
池
北
方
地
区

Ａ
期
以
前

〔
知
力
〕

ω

名
探
里
　
　
□
国
里

□
部
里
　
□
□
部
里

〔
長

力
〕

名
□
□
里
　
青
見
里

前
里
　
　
石
寸
里
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ド∪
×
（Ｓ
温

寓
ド

②
　

□
甘
首
名
　
江
野
国
足
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｊ
×
Ｐ〕温

常
Φ

Ｏ
　
「
下
道
人
守
□
□
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（岸じ
ｘ
ｅ
Ｘ

寓
Ｐ

Ａ
期
ω
　
。
　
　
　
　
　
道
百
鳴
　
佐
伯
子
回

□
部
真
公
　
道
東
人
　
国
広
浜

・
回

氏
豊
人
　
□
□
□
足

〔史
力
〕

□
部
男
□

今
月
対

一
日

□
□
回
国
人

冥
霊
『　
盲
□
国
最
却

胚
ｒ

胚
□
訴
（
と
と
）

回
□
要
鞠
雑
鞭
剛
酔
手
幹
』

働
　

「＜
三
方
郡
乃
止
三
家
人
羽
志
米
六
斗
＜
」

Ｃ
期

０

　

ふ

吋

舛
国
周
吉
郡
融
瑯
潮
離
壬
部
塞

希

×

０
　
。
「
　
　
笛
吹
益
麻
呂

〔部
力
〕

。「剛
剛
田
剛
〔大
足
力
〕

Ｄ
期

０

　

各
田
部
林
□

①

　

膳
部
□

⑩
　

若
倭
部
□

昌E

（
嗚
枷
Ｊ

×
∞
∞
×
卜
　
Φ
∞
ト

ｗ
卜
Ｐ
Ｘ
∞
］
×
⇔
　
ｏ
∞
μ

ａ

枷
］
）
ｘ
］
∞
×
ヽ
　
⇔
∞
Φ

いさ

ω
×

翠
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×

い
　

Φ
μ
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Φ
μ

３
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ｍ



第2図 東院園池北方区時期別遺構図

第 3図 東院園池北方遺構 (全景)



1978年出上の本簡

⑪

　

八
年

八
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ】

木
簡
は
比
較
的
古
い
時
期
の
遺
構
に
伴
う
も
の
が
多
い
が
、
年
紀
の
あ
る
も

の
は
な
い
。
断
片
や
腐
蝕
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
内
容
的
に
も
全
体
を
通
し

て
の
特
徴
の
よ
う
な
も
の
は
う
か
が
え
な
い
。
こ
の
中
で
は
①
の
里
名
を
列
記

し
た
も
の
が
こ
れ
ま
で
例
を
み
な
い
特
異
な
も
の
で
あ
る
。
里
名
の
う
ち
、
前

里
は
隠
岐
、
青
見
里
は
参
河
と
遠
江
、
石
寸
里
は
土
佐
、
環
里
は
伊
勢
と
参
河

に
み
ら
れ
る
。
な
お
柱
根
に

「
雇
工
春
刀
良
」
と
墨
書
し
た
も
の
が
あ
る
。

９

関
係
文
献

膝
娘
卵
短
腋
　
　
『
昭
和
５．
年
度
平
城
宮
跡
発
据
調
査
概
報
』

同
　
　
　
　
『
同
　
５２
年
度
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

同
　
　
　
　
『
同
　
開
年
度
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

同
　
　
　
　
　
『
平
城
宮
跡
発
据
調
査
出
土
木
簡
慨
報
⑪
』

同
　
　
　
　
『
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
』

同
　
　
　
　
　
『
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

μ罵
ぎ

百凹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
聞円
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ドＯ
瀾
∞
』

第
４
図
　
東
院
地
区
出
上
の
柱
根
墨
書

奈
良
。藤
原
官
跡

１

所
在
地
　
　
　
奈
良
県
橿
原
市
高
殿
町

２

調
査
期
間
　
　
一
九
七
八
年

（昭
和
５３
）
九
月
ｔ
七
九
年
二
月

３

発
据
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部

４

調
査
担
当
者
　
工
藤
圭
章

５

遺
跡
の
種
類
　
宮
殿

・
官
衛
跡

Ｇ

遺
跡
の
年
代
　
七
世
紀
末
ぞ
八
世
紀
初
頭

７

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一
九
七
八
年
度
に
出
上
し
た
木
簡
は
、
藤
原
宮
東
面
北
門
推
定
地
に
南
接
す

る
地
域
で
の
発
据
調
査
で
み
つ
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
当
該
発
掘
地
に
お
い
て

検
出
し
た
主
要
な
遺
構
は
、
宮
東
面
大
垣

・
そ
れ
に
伴
う
渇
濠
と
外
濠
、
掘
立

柱
建
物
二
棟
、
塀

一
、
溝
二
条
、
井
戸

一
基
、
土
壊

一
等
で
あ
る
。
木
簡
は
外

濠
、
内
濠
及
び
井
戸
か
ら
計

一
〇
〇
七
点
出
土
し
た
。

外
濠
　
外
濠
は
東
面
大
垣
の
東
約
二
〇
ｍ
の
と
こ
ろ
を
南
か
ら
北
へ
流
れ
る

素
掘
り
の
溝
で
、
幅
六
ｍ
、
深
さ

一
・
六
ｍ
を
は
か
る
。
堆
積
層
は
大
き
く
三

層
に
わ
か
れ
、
上
中
層
は
土
器
と
多
量
の
瓦
を
ふ
く
み
、
木
簡
は
多
数
の
木
片

と
と
も
に
三
二
八
点
出
上
し
た
。
こ
の
宮
東
面
外
濠
は

一
九
六
七
年
に
も
奈
良

県
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
本
調
査
地
の
北
約
二
〇
〇
ｍ
の
所
で
検
出
さ
れ
、
ま

た
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
で
も

一
九
七
六
年
に
本
調
査
地
の
南
方
六
〇
〇
ｍ

ほ
ど
の
地
点
で
二
個
所
検
出
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
木
簡
の
出
土
を
み
て
い
る
。

九
七
七
年

九
七
八
年

九
七
九
年

九
七
七
年

九
七
八
年

九
七
八
年

九
七
九
年

（加
藤
　
優
）
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